
 その保障に向けて ＣａＳＡ－ＮＰＯ主催 

公開研修会・シンポジウム 

会場案内 
 

北海道大学 
人文社会科学総合教育研究棟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地下鉄南北線「北 12 条」 

より徒歩 10 分 

 

市立札幌大通高等学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地下鉄東西線「西 11 丁目」 

より徒歩 5 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月２２日（土） 

５月２２日（土） 公開研修会 
「渡日の生徒たちのリテラシーと教育の再考」（定員 40 名） 

会 場 北海道大学人文社会科学総合教育研究棟（１階Ｗ１０５室） 

時 間 １５：３０－１８：００（＊終了後に大学近辺で懇親会もあります） 

内 容 話題提供 

「渡日生徒のリテラシー発達と学校教育」（大倉 安央／大阪府立門真なみはや高校） 

「移民の生徒たちの発達への記号論的接近」（パイチャゼ スヴェトラナ／北海道大学） 

「言語的マイノリティの学習の課題」（石黒広昭／立教大学） 

テーマ別グループディスカッション、情報交換など 

（司会：中池徳幸／札幌市立南月寒小学校） 

外国人・帰国生徒の学習と 

平成２２年 

２３日（日） 
両日とも参加費無料 

５月２３日（日） 公開シンポジウム 
「渡日の生徒たちの学びの現状とその保障に向けて」 

会 場 市立札幌大通高等学校（１階ＤＯＲＩスペース） 

時 間 １２：３０－１７：００（＊終了後に札幌駅・大通近辺で懇親会もあります） 

内 容 教育現場からの報告と問題提起 

大倉 安央／大阪府立門真なみはや高校教諭 

関本 保孝／全国夜間中学校研究会・東京都墨田区文花中学校夜間学級教諭 

信田 麻紀子・佐藤 千恵子／市立札幌大通高校教諭 

パネルディスカッション 

      石黒 広昭（立教大学）、パイチャゼ スヴェトラナ（北海道大学）両氏を交えて 

     フロアディスカッション 

     （司会：杉山 晋平／北海道大学大学院） 

参加方法 
 

５月２０日までに参加者氏名と参加希望内容（２２日研修

会・懇親会／２３日シンポジウム・懇親会）をメールにて

assist@casa-npo.org までお申し込み下さい。お問い合わ

せは、中池（０８０－１８７４－４８３０）まで。 

北海道大学人文社会

科学総合教育研究棟 

CaSA-NPO 
Child-assist Sapporo Association 

http://www.casa-npo.org/ 


